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【目的】
　DHQがジュニアスポーツ選手に使用できるかを検証することを目的とした。さらに再現性についても
検証した。
【方法】
　妥当性の検証は59名、再現性の検証は108名を解析対象とした。DHQの回答は選手と母親に依頼した。
3 日間の秤量食事調査（DR）を比較基準として、妥当性を検証した。再現性は 2 回のDHQを比較した。
平均推定のために対応のあるｔ検定を行い、順位推定のためにPearsonの積率相関分析を行った。
【結果】
　DHQとDRの相関係数の中央値は、エネルギー・各栄養素摂取量で0.36、食品群別摂取量で0.30であった。
平均推定で有意な差がみられず、順位推定で有意な相関があったのは、エネルギー、炭水化物、カルシウ
ム、ビタミンB 2、緑黄色野菜、魚介類、乳類の 7 項目であった。
　 2 回のDHQにおける相関係数の中央値は、エネルギー・各栄養素摂取量で0.54、食品群別摂取量で0.50
であった。
【結論】
　DHQは一部のエネルギー・各栄養素摂取量及び食品群別摂取量に限定されるものの、ジュニアスポー
ツ選手の食事評価のために有効な質問票であることが示された。
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原　著

Ⅰ　緒言

　ジュニアスポーツ選手の 1 日のエネルギー摂取量は
4,000 kcalにも及ぶ 1）。身体活動量が多い選手は、エネ
ルギー消費量に見合ったエネルギー量を食事によって
補いきれず、エネルギーや栄養素の不足を引き起こし
ている可能性がある 2）。エネルギー不足は低体重を招
き、疲労骨折や貧血のリスクを高めることが報告され
ている 3 ）。そのため、競技特性、目的、体格に適した
エネルギーや栄養素の摂取は、効果的な身体づくりや
コンディショニング、健全な発育発達のために重要で
ある 4 ）。したがって、食事調査による栄養アセスメン
トが必要である。
　食事摂取状況を推定する方法は、食事記録法 5）、24
時間思い出し法 6 ）や食物摂取頻度調査（food frequen-

cy questionnaire：FFQ）7）が利用されている。食事
記録法は時間を要し対象者の負担が重いため、普段よ
り簡単で健康的な食事を摂取するなど、日常の生活習
慣を反映していない可能性がある 8）。24時間思い出し
法は、対象者の負担が軽く集団の平均摂取量の評価に
は有用であるものの、調査員の聞き取りの技量により
結果が大きく左右される 9）。FFQは、調理の知識が少
ない人にとって、摂取頻度や摂取量を正確に推定する
のは難しいとされる10）。これまで述べた問題点の中、
自記式食事歴法質問票（self-administered diet histo
ry questionnaire : DHQ）11）は、比較的、長期間の食習
慣を評価する方法として疫学研究12）で用いられてお
り、これまでに血清13）、食事記録14）、24時間蓄尿15）、
二重標識水16）を用い、妥当性が報告されている。さら
に、DHQの回答はマークシート形式であり、対象者
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1 人に対する調査労力は軽く、データ処理が短時間で
行えるため、結果を即座に返すことが可能である。
　対象者が18歳未満の場合、子ども向けのFFQの質
問票が開発され、その妥当性と信頼性が検討されてい
る17），18）。我が国においても、簡易型自記式食事歴法質
問票19）（brief-type self-administered diet history ques-
tionnaire 15y：BDHQ15y） が 使 用 さ れ て い る20）。
BDHQ15yはA 4 で 4 ページの質問票による調査方法
である。子どもが記入しやすいものの身体活動量の記
入がなく、身体活動レベルをⅡに仮定したエネル
ギー・各栄養素摂取量、食品群別摂取量が算出される
ため、身体活動レベルが高いスポーツ選手の場合、実
態を反映していない結果が算出される。スポーツ選手
の栄養アセスメントでは、食事調査から算出されるエ
ネルギー・各栄養素摂取量、食品群別摂取量や体重変
動を評価した上で次の栄養計画をたてるため、食事調
査より算出されるエネルギー・各栄養素摂取量、食品
群別摂取量は栄養計画を作成する上で重要であり、
BDHQ15yではなくDHQを用いる方が適していると考
える。しかしながら、DHQはBDHQ15yに比べて質問
数が多く、さらに質問内容においても調理方法などの
質問があるため、子どもが正確に回答できるか不明で
ある。自分自身の食事摂取量について正確な回答がで
きる年齢は、およそ12歳と報告されている21）。子ども
の食事評価法の妥当性に関する系統的レビューによる
と、DR及びDHQの回答者が 4 ～14歳の場合、保護者
の回答、または、保護者と子どもによる回答が、最も
正確に食事を評価できたと報告されている22）。しかし
ながら、RodriguezらがFFQにおいて保護者の回答
と、保護者と子どもの回答を比較した報告によると、
保護者の回答では相関係数はかなり低かったが、保護
者と子どもの回答では0.1～0.5であったと報告してい
る23）。そのため、保護者のみでは正確な回答が得られ
ない可能性があり、保護者と子どもに回答を求めるの
が最も望ましいと考えた。
　スポーツ選手の場合、一般人に比べて食事の摂取量
が多い １）ため、スポーツ選手を対象にFFQやDHQの
妥当性を検証する必要があるものの報告は多くない。
FFQについては、Sunamiら24）が日本人の中年向けに
作成されたFFQを大学生スポーツ選手156名に対して
妥当性の検証を行い、中年と同等の妥当性を報告して
いる 1 つである。さらに、ジュニアスポーツ選手を対
象としてFFQやDHQの妥当性や再現性を検証した研
究は知りうる限り存在しない。すなわち、現時点でジュ
ニアスポーツ選手の栄養状態をある程度正確に評価す
ることは困難と考えられる。しかし、FFQやDHQに
よってジュニアスポーツ選手の食事摂取量を評価する
ことが可能になれば、 1 人あたりにかかる労力が軽く
なり、多くのジュニアスポーツ選手を対象とした栄養
アセスメントが可能となる。以上のことから、ジュニ

アスポーツ選手を対象として、DHQの妥当性や再現
性を検討することは、地域や学校等、多くのジュニア
スポーツ選手を対象に栄養サポートを行うスポーツ現
場で重要な意義をもつと考える。
　そこで本研究では、既に中高年を対象に作成された
DHQがジュニアスポーツ選手に使用できるかを検証
することを目的とした。妥当性については、 3 日間の
秤量食事調査（DR）を比較基準として検証した。再
現性については 2 回のDHQを比較して検証した。

Ⅱ　方法

1 ．研究のプロトコル
　本研究のプロトコルを図 1 に示す。DHQの妥当性
の検証を2015年 9 月に、再現性の検証を2015年 9 月と
2016年 3 月に行った。
　妥当性の検証の流れを図 2 に示す。妥当性の検証で
は、まずDHQを実施し、直後より 3 日間のDRを行っ
た。DHQの対象期間は過去 1 か月とした。図 3 に再
現性の検証の流れを示す。再現性の検証では、第 1 回
DHQ（DHQ 1 ）から 6 か月後に、第 2 回DHQ（DHQ 2 ）
を実施した。

2 ．対象者
　調査対象は、習慣的にスポーツを行っている小学 4
年生～高校 3 年生までの男女と母親142名であった。
競技種目はゴルフとサッカーで、居住地については、
サッカーは埼玉県、ゴルフは関東地域であった。
　選手は、運動を週 2 回以上、 1 回30分以上、 1 年以
上継続して行っていること、調査期間中に特別な栄養
教育介入は受けないこと、そして、増量や減量を目的
とした食事コントロールを行っていないことを参加条
件とした。また、母親は、主に家庭での食事づくりを
していることを参加条件とした。選手と母親には、書
面にて妥当性・再現性の検証プロジェクトについて説
明した後に同意を得た。なお、両方のプロジェクトへ
重複して参加することも可能とした。除外基準は、①
期日までに調査書類を提出できない場合、②辞退を申
し出た場合、さらに、自記式食事調査法では申告誤差
が存在するため25），26）、Sasakiら27）の先行研究を参考
に、③対象者ごとに推定エネルギー必要量（EER）を
計算し、DHQから計算されたエネルギー摂取量が「身
体活動レベルⅠのEERの0.5倍未満、かつ、身体活動
レベルⅢのEERの1.5倍以上」であった場合とした。
　妥当性プロジェクトでは、同意が得られた80名の選
手とその母親のうち、 3 日間DRとDHQを全て実施で
きた最終解析者は59名の選手（男子34名、女子25名）
とその母親であった。再現性プロジェクトでは、同意
が得られた129名の選手と母親のうち、 2 回のDHQを
全て実施できた最終解析者は108名の選手（男子89名、
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図 １ 　本研究のプロトコル

図 2 　妥当性の検証の流れ
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女子19名）であった。

3 ．基本特性について
　選手の年齢、身長、体重は、DHQの質問票より情
報を得た。身長、体重は回答日に家庭で測定した値を、
記入してもらうように依頼した。
　身体活動レベルについては、DHQの「 1 日のから
だの動かし方」の質問項目の回答を用いた。回答は 4
肢択一で、「歩くのが 1 時間くらい、立っているのが
3 時間」を身体活動レベルⅠ、「歩くのが 2 時間くら
い、立っているのが 6 ～ 7 時間くらい」を身体活動レ
ベルⅡ、「立ったり歩いたりで 9 時間くらい、そのう
えに筋肉を使う仕事を 1 時間くらいしていた」を身体
活動レベルⅢ、「立ったり歩いたりで 9 時間くらい、
そのうえ筋肉を使う仕事を 2 時間以上していた」を身
体活動レベルⅣとした。

4 ．食事調査
1 ）DHQによる食事摂取量の推定
　本研究では中高年向けDHQを用いた。中高年向け

DHQは、過去 1 か月間の食事摂取量を推定するため、
自記式で食物の摂取頻度や調理方法、食行動について
回答を求めるA 4 サイズ22ページの質問票による調査
方法である。食物摂取頻度だけでなく、主な調理方法
や食行動に関する質問も含まれ、150種類の食物と数
種類の栄養素摂取量を推定できる。成人向けDHQと
比較すると、質問内容は同じであるものの、中高年向
けは22ページ、成人向けで16ページと異なっている。
そのため、中高年向けでは、質問票のレイアウトなど
が工夫され、記入しやすい質問票となっている。
　回答の方法は、マークシート方式で、食物摂取頻度
は、“毎日 2 回以上”から“食べなかった”までの 8 段階
で尋ね、 1 回摂取量は、設定された一般的な 1 回摂取
量に比べて“ 5 割まで”から“ 5 割増し以上”の 5 段階で
尋ねた。回答されたDHQは、DHQサポートセンター
（株）ジェンダーメディカルリサーチに依頼して、専
用の栄養価計算プログラムによって、 1 日当たりのエ
ネルギー・各栄養素摂取量及び食品群別摂取量が算出
された。
　調査にあたり選手と母親に60分間の説明会を開き、

図 3 　再現性の検証の流れ
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ポーションサイズや学校給食の分量などについて細か
く説明をした。選手には必ず母親と共に、食事内容に
ついて回答するように依頼した。記入用紙提出の際に
は、管理栄養士が15分間程度の個別面談を行い、
DHQの記載内容について確認をした。回収後に記入
漏れ等が見つかった場合には、チーム担当者を通じて
DHQを対象者の宛名入りの封筒に入れて返却し、再
提出を依頼した。
2 ）DRによる食事摂取量の推定
　DRの実施日数については、個人の習慣的な摂取量
を把握するための食事調査日の設定として、村上ら28）

の休日を含めた不連続な 2 日間以上が妥当であるとい
う報告を参考にし、1 週間の中で連続しない 3 日間（ 2
日は平日、 1 日は休日）にDRを実施し、 1 日の平均
摂取量を算出した。調査日については練習がある日と
した。
　調査にあたり選手と母親を対象に60分の説明会を開
き、食事調査用紙や記入例を配布し、秤量方法や記入
方法の説明を行った。食品、飲み物の重量の他、食べ
た時間、料理名（市販の食品はその名称）、材料名、
料理の写真撮影も依頼した。写真は、事前に配布した
罫線 1  cmの方眼紙の上で撮影をしてもらった。外食
の場合は、飲食した食品名に加えて店舗やメニュー名
を確認し、中食の場合には、飲食した食品名に加え、
料理名・製品名や販売メーカーを記録してもらった。
小・中学生の昼食は、調査日の給食献立を入手して、
料理ごとに摂取量を 0 ％から100％まで記入する用紙
を作成し、おかわりした場合には、何をどれくらいお
かわりしたのかについて記入を求めた。
　データの確認は、訓練を受けた管理栄養士が調査を
した。訓練は、事前にDRを行い、秤量による記入漏れ、
記入ミスが想定される問題をマニュアル化して、調査
技量の統一化を目的に行った。提出された料理や食品
をコード化し、日本食品標準成分表201029）からの食品
番号の選択方法、成分表に記載のない食品の対応、食
品の記入漏れ、分量等の確認方法、プロトコルを作成
した。コード化が困難な料理や食品は、対象者が摂取
した飲食物で五訂増補日本食品標準成分表に記載がな
いものや加工品については市販加工食品成分表30）また
は食事調査マニュアル31）の判断困難事例の処理方法を
参考にし、油脂類や調味料などで秤量できなかったも
のについては、調味パーセント32）から調味料ごとの重
量を求めた。提出された食事記録は、栄養計算ソフト 
エクセル栄養君Ver.6.033）を利用してエネルギー・各栄
養素摂取量及び食品群別摂取量を算出した。算出され
たデータは、別の管理栄養士がプロトコル通りに入力
されたかどうかの最終確認を行った。

5 ．統計分析
　DHQ、DRよりエネルギー及び13項目の栄養素摂取

量、13項目の食品群別摂取量を算出した。DHQおよ
びDRの分布については、Shapiro-Wilkの正規性検定
を用いて正規性を確認した上で、パラメトリック検定
を用いた。
　妥当性の検証では平均推定の検討のため、対応のあ
るｔ検定を行った。また、両食事調査の比（DHQ/
DR）を求めた。さらに、順位推定の検討のため、
Pearsonの積率相関分析を行い、相関係数を算出し
た。再現性の検証は、DHQ 1 とDHQ 2 より算出され
たエネルギー・各栄養素摂取量及び食品群別摂取量の
差を検討するため、対応のあるｔ検定を行った。また、
2 回のDHQの比（DHQ 2 /DHQ 1 ）を求めた。さらに、
2 回のDHQの相関を検討するため、Pearsonの積率相
関分析を行い、相関係数を算出した。
　 解 析 ソ フ ト は、JMP Pro 12.2.0（SAS Institute 
Inc．Cary、NC、USA）を使用し、有意水準は 5 ％
未満（両側検定）とした。

6 ．倫理的配慮
　本研究はヘルシンキ宣言の原則に基づき、武蔵丘短
期大学倫理審査委員会の承認（27- 1 ）を得て実施した。

Ⅲ　結果

１ ．妥当性の検証
　妥当性プロジェクトにおける対象者の基本特性を表
1 に示す。食事調査法の違いによるエネルギー・各栄
養素摂取量および相関係数を表 2 に示す。食事調査法
の違いによる食品群別摂取量および相関係数を表 3 に
示す。
　DHQとDRから算出したエネルギー・各栄養素摂取
量で有意な差がみられなかったのは14項目中 6 項目
で、DHQ/DRの中央値［25～75％値］は、90.5％［85.7
～101.0％］であった。一方で、DHQとDRから算出し
た食品群別摂取量で、有意な差がみられなかったのは
13項目中 5 項目で、DHQ/DRの中央値［25～75％値］
は、91.1％［71.8～123.0％］であった。
　DHQとDRから算出したエネルギー・各栄養素摂取
量で有意な差がみられず、有意な相関があったのは 4
項目で、エネルギー（p ＝ 0.657、r ＝ 0.65）、炭水化
物（p ＝ 0.164、r ＝ 0.55）、カルシウム（p ＝ 0.175、
r ＝ 0.36）、ビタミンB₂（p ＝ 0.641、r ＝ 0.32）であっ
た。
　DHQとDRから算出したエネルギー・各栄養素摂取
量で有意な差がみられず、有意な相関があったのは 6
項目であった。たんぱく質（p ＜ 0.001、r ＝ 0.46）、
脂質（p ＝ 0.023、r ＝ 0.55）、カリウム（p ＜ 0.001、
r ＝ 0.36）、ビタミンD（p ＝ 0.024、r ＝ 0.41）、ビタ
ミンB₁（p ＝ 0.002、r ＝ 0.37）の 5 項目については、
有意に低く算出されたが、食塩相当量（p ＝ 0.004、r 
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＝ 0.35）については有意に高く算出された。
　DHQとDRから算出したエネルギー・各栄養素摂取
量で有意な差がみられなかったが、有意な相関がな
かったのは 2 項目で、食物繊維（p ＝ 0.086、r ＝ 0.23）
と、レチノール当量（p ＝ 0.462、r ＝ 0.18）であった。
　DHQとDRから算出した食品群別摂取量で有意な差
がみられず、有意な相関があったのは 3 項目で、緑黄
色野菜（p ＝ 0.175、r ＝ 0.53）、魚介類（p ＝ 0.175、
r ＝ 0.51）、乳類（p ＝ 0.757、r ＝ 0.42）であった。

　DHQとDRから算出した食品群別摂取量で有意な差
がみられたが、有意な相関があった 4 項目のうち、穀
類（p ＝ 0.001、r ＝ 0.45）、果物類（p ＝ 0.026、r ＝ 
0.34）の 2 項目については有意に高く算出され、いも
類（p ＜ 0.001、 r ＝ 0.31）、調味料（p ＜ 0.001、 r ＝ 
0.30）は有意に低く算出された。
　DHQとDRから算出した食品群別摂取量で有意な差
がみられなかったが、有意な相関がなかったのは 2 項
目で、砂糖類（p ＝ 0.435、r ＝ －0.22）、肉類（p ＝ 

表 1 　妥当性プロジェクトにおける対象者の基本特性

男子 女子 合計
（n ＝ 34） （n ＝ 25） （n ＝ 59）

平均 ± 標準偏差 平均 ± 標準偏差 平均 ± 標準偏差
年齢 　歳 12.9 ± 2.6 13.4 ± 2.0 13.1 ± 2.4
身長 　㎝ 158.4 ± 12.1 156.4 ± 7.2 157.6 ± 10.3
体重 　㎏ 50.3 ± 8.1 52.8 ± 13.6 51.7 ± 10.3
身体活動レベル＊ 2.9 ± 0.7 2.6 ± 0.7 2.8 ± 0.7
競技種目
　　ゴルフ 　人 28 25 53
　　サッカー 　人 6 0 6
＊：�DHQ の「１日のからだの動かし方」による質問を 4 肢一択で回答を求め、身体活動レベルとして用いた

表 2 　食事調査法の違いによるエネルギー・各栄養素摂取量および相関係数
（ｎ ＝ 59）

DHQ DR
p 値† DHQ/

DR 相関係数‡

平均 ± 標準偏差 平均 ± 標準偏差
エネルギー （kcal/ 日） 2,984 ± 793 3,020 ± 582 0.657   98.8% 0.65＊＊＊

たんぱく質 （g/ 日） 102.8 ± 27.5 115.2 ± 21.0 ＜ 0.001   89.3% 0.46＊＊

脂質 （g/ 日） 95.8 ± 32.3 104.4 ± 25.6 0.023   91.8% 0.55＊＊＊

炭水化物 （g/ 日） 416.6 ± 127.4 396.7 ± 95.0 0.164 105.0% 0.55＊＊＊

食物繊維 （g/ 日） 15.3 ± 5.5 17.5 ± 3.9 0.086   87.9% 0.23
食塩相当量 （g/ 日） 14.2 ± 4.2 12.6 ± 2.6 0.004 112.8% 0.35＊＊

カリウム （㎎ / 日） 3,138 ± 888 3,590 ± 767 0.001   87.4% 0.36＊＊

カルシウム （㎎ / 日） 896 ± 334 967 ± 367 0.175   92.6% 0.36＊＊

鉄 （㎎ / 日） 9.0 ± 2.6 11.5 ± 2.5 ＜ 0.001   78.6% 0.21
レチノール当量 （㎍RAE/日） 696 ± 282 667 ± 152 0.462 104.3% 0.18
ビタミン D （㎍ / 日） 10.3 ± 5.0 12.3 ± 6.9 0.024   83.7% 0.41＊＊

ビタミン B₁ （㎎ / 日） 1.40 ± 0.51 1.64 ± 0.52 0.002   85.1% 0.37＊＊

ビタミン B₂ （㎎ / 日） 2.02 ± 0.53 1.98 ± 0.47 0.641 101.8% 0.32＊

ビタミン C （㎎ / 日） 120 ± 49 145 ± 65 0.010   83.0% 0.23
　　 中央値

［25％値～ 75％値］
90.5％

［85.7～101.0％］
0.36

［0.25～0.45］
　＊　：p ＜ 0.05、＊＊：p ＜ 0.01、＊＊＊：p ＜ 0.001
† ：対応のあるｔ検定
‡ ：Pearson の積率相関係数を示す
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0.108、r ＝ 0.15）であった。

2 ．再現性の検証
　再現性プロジェクトにおける対象者の特性を表 4 に
示す。DHQ 1 、DHQ 2 から推定されたエネルギー・
各 栄 養 素 摂 取 量 お よ び 相 関 係 数 を 表 5 に 示 す。
DHQ 1 、DHQ 2 から推定された食品群別摂取量およ
び相関係数を表 6 に示す。
　DHQ 1 、DHQ 2 から算出されたエネルギー・各栄
養素摂取量で、有意な差がみられなかったのは14項目
中 8 項目で、DHQ 2 /DHQ 1 の中央値［25～75％値］
で94.9％［92.1～97.1％］であった。一方で、DHQ 1 、
DHQ 2 から算出された食品群別摂取量で、有意な差
がみられなかったのは13項目中 9 項目で、DHQ 2 /
DHQ 1 の 中 央 値［25～75 ％ 値 ］ は90.9 ％［86.2～
96.7％］であった。
　DHQ 1 、DHQ 2 から算出されたエネルギー・各栄
養素摂取量は、 8 項目に有意な差がみられなかった。
そのうち、すべての項目で有意な相関があり、エネル
ギー（p ＝ 0.083、r ＝ 0.59）、炭水化物（p ＝ 0.966、
r ＝ 0.51）、食物繊維（p ＝ 0.126、r ＝ 0.51）、食塩相
当量（p ＝ 0.152、r ＝ 0.53）、カルシウム（p ＝ 0.080、
r ＝ 0.50）、鉄（p ＝ 0.493、r ＝ 0.61）、レチノール当
量（p ＝ 0.732、r ＝ 0.40）、ビタミンC（p ＝ 0.816、
r ＝ 0.61）であった。

　一方で、DHQ 1 、DHQ 2 から算出されたエネル
ギー・各栄養素摂取量で、有意な差がみられた 6 項目
のすべてに有意な相関があった。たんぱく質（p ＝ 
0.029、r ＝ 0.63）、脂質（p ＜ 0.001、r ＝ 0.53）、カ
リウム（p ＝ 0.008、r ＝ 0.61）、ビタミンD（p ＝ 0.008、
r ＝ 0.55）、ビタミンB₁（p ＝ 0.012、r ＝ 0.53）、ビタ
ミンB₂（p ＝ 0.001、r ＝ 0.55）で、いずれもDHQ 2
の値が低かった。
　DHQ 1 、DHQ 2 から算出された食品群別摂取量
で、有意な差がみられなかった 9 項目のすべてに有意
な相関があった。穀類（p ＝ 0.102、r ＝ 0.60）、いも
類（p ＝ 0.198、r ＝ 0.53）、砂糖類（p ＝ 0.631、r ＝ 
0.27）、緑黄色野菜（p ＝ 0.504、r ＝ 0.65）、その他野
菜（p ＝ 0.976、r ＝ 0.50）、卵類（p ＝ 0.416、r ＝ 0.59）、
乳類（p ＝ 0.095、r ＝ 0.41）、菓子類（p ＝ 0.054、r 
＝ 0.50）、調味料（p ＝ 0.193、r ＝ 0.38）であった。
　一方で、DHQ 1 、DHQ 2 から算出された食品群別
摂取量で、有意な差がみられた 4 項目についても、す
べてに有意な相関があった。果物（p ＝ 0.017、r ＝ 
0.58）、魚介類（p ＜ 0.001、r ＝ 0.60）、肉類（p ＜ 0.001、
r ＝ 0.46）、油脂類（p ＝ 0.004、r ＝ 0.39）で、いず
れもDHQ 2 の値が低かった。

表 3 　食事調査法の違いによる食品群別摂取量および相関係数
（ｎ ＝ 59）

DHQ DR
p 値† DHQ/

相関係数‡

平均 ± 標準偏差 平均 ± 標準偏差 DR
穀類 （g/ 日） 710.3 ± 295.8 577.6 ± 146.8 0.001 123.0% 0.45＊＊

いも類 （g/ 日） 37.6 ± 22.8 54.8 ± 29.6 ＜ 0.001   68.6% 0.31＊

砂糖類 （g/ 日） 10.4 ± 5.3 9.5 ± 6.1 0.435 109.5% -0.22
緑黄色野菜 （g/ 日） 111.8 ± 67.0 124.1 ± 73.7 0.175   90.1% 0.53＊＊＊

その他野菜 （g/ 日） 127.4 ± 54.9 177.5 ± 62.5 ＜ 0.001   71.8% 0.12
果物類 （g/ 日） 210.1 ± 173.4 156.1 ± 139.9 0.026 134.6% 0.34＊＊

魚介類 （g/ 日） 72.7 ± 39.2 79.8 ± 41.3 0.175   91.1% 0.51＊＊＊

肉類 （g/ 日） 144.9 ± 74.9 164.3 ± 64.4 0.108   88.2% 0.15
卵類 （g/ 日） 46.8 ± 28.0 66.4 ± 28.1 0.001   70.4% 0.09
乳類 （g/ 日） 400.0 ± 279.6 388.3 ± 254.3 0.757 103.0% 0.42＊＊

油脂類 （g/ 日） 31.2 ± 19.1 18.5 ± 9.5 ＜ 0.001 168.6% 0.24
菓子類 （g/ 日） 90.5 ± 59.5 28.0 ± 32.6 ＜ 0.001 322.8% 0.11
調味料 （g/ 日） 19.5 ± 11.0 63.7 ± 22.9 ＜ 0.001   30.6% 0.30＊

　　　中央値
[25％値～ 75％値 ]

91.1%
［71.8 ～ 123.0％］

0.30
［0.12～0.42］

　＊　：p ＜ 0.05、＊＊：p ＜ 0.01、＊＊＊：p ＜ 0.001
† ：対応のあるｔ検定
‡ ：Pearson の積率相関係数を示す
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Ⅳ　考察

1 ．妥当性の検証及び先行研究との比較について
　本研究では、DHQから推定されたエネルギー・各
栄養素摂取量、食品群別摂取量についてDRを用いて
妥当性の検証を行った。DHQとDRの 2 つの調査から
算出したエネルギー・各栄養素摂取量では14項目中 6
項目、食品群別摂取量で13項目中 5 項目に有意な差が
みられなかった。さらに、エネルギー・各栄養素摂取

量では14項目中10項目、食品群別摂取量で13項目中 7
項目に有意な相関があった。DHQとDRの相関係数の
中央値は、エネルギー・各栄養素摂取量（0.36）、食
品群別摂取量（0.30）であった。一般的に妥当性の検
証における相関係数は0.5以上が良好、0.3～0.5は許容
範囲、0.3未満は弱いと判断される34），35）。そのため、
DHQにより算出されるエネルギー・各栄養素摂取量、
食品群別摂取量は許容範囲の妥当性を有すると判断さ
れた。

表 ４ 　再現性プロジェクトにおける対象者の基本特性

男子 女子 合計
（ｎ ＝ 89） （ｎ ＝ 19） （ｎ ＝ 108）

平均 ± 標準偏差 平均 ± 標準偏差 平均 ± 標準偏差
年齢 　歳 13.1 ± 1.4 13.9 ± 1.6 13.2 ± 1.4
身長 　㎝ 159.3 ± 10.3 157.2 ± 4.2 159.0 ± 9.6
体重 　㎏ 48.8 ± 10.5 52.3 ± 6.5 49.4 ± 10.0
身体活動レベル＊ 3.5 ± 0.7 2.5 ± 0.6 3.3 ± 0.8
競技種目
　　ゴルフ 　人 27 19 46
　　サッカー 　人 62 0 62
＊：�DHQ の「１日のからだの動かし方」による質問を 4 肢一択で回答を求め、身体活動レベルとして用いた

表 ５ 　DHQ 1 、DHQ 2 から推定されたエネルギー・各栄養素摂取量および相関係数
（ｎ ＝ 108）

DHQ １ DHQ ２
p 値† DHQ2/

DHQ1
相関係数‡

平均 ± 標準偏差 平均 ± 標準偏差
エネルギー （kcal/ 日） 3,317 ± 932 3,181 ± 849 0.083  95.9% 0.59＊＊＊

たんぱく質 （g/ 日） 110.8 ± 34.7 104.7 ± 31.7 0.029  94.5% 0.63＊＊＊

脂質 （g/ 日） 105.9 ± 40.7 93.3 ± 29.7 ＜ 0.001  88.1% 0.53＊＊＊

炭水化物 （g/ 日） 467.1 ± 136.0 467.7 ± 139.2 0.966 100.2% 0.51＊＊＊

食物繊維 （g/ 日） 15.4 ± 5.7 16.2 ± 4.9 0.126 105.2% 0.51＊＊＊

食塩相当量 （g/ 日） 15.2 ± 5.9 14.5 ± 4.8 0.152  95.4% 0.53＊＊＊

カリウム （㎎ / 日） 3,294 ± 1,091 3,055 ± 961 0.008  92.7% 0.61＊＊＊

カルシウム （㎎ / 日） 929 ± 334 874 ± 310 0.080  94.1% 0.50＊＊＊

鉄 （㎎ / 日） 9.5 ± 3.2 9.2 ± 2.9 0.493  96.8% 0.61＊＊＊

レチノール当量 （㎍RAE/日） 736 ± 374 716 ± 636 0.732  97.3% 0.40＊＊＊

ビタミン D （㎍ / 日） 10.8 ± 6.2 9.4 ± 5.1 0.008  87.0% 0.55＊＊＊

ビタミン B₁ （㎎ / 日） 1.53 ± 0.61 1.40 ± 0.43 0.012  91.5% 0.53＊＊＊

ビタミン B₂ （㎎ / 日） 2.09 ± 0.63 1.92 ± 0.63 0.001  91.9% 0.55＊＊＊

ビタミン C （㎎ / 日） 127 ± 62 129 ± 63 0.816 101.6% 0.61＊＊＊

　　中央値
[25％値～ 75％値 ]

94.9％
［92.1 ～ 97.1％］

0.54
［0.52～0.61］

　＊　：p ＜ 0.05、＊＊：p ＜ 0.01、＊＊＊：p ＜ 0.001
† ：対応のあるｔ検定
‡ ：Pearson の積率相関係数を示す
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　質問票の妥当性の検討において、佐々木36）は、平均
値と標準偏差による 2 つの調査における差の検討は、
集団として摂取量を正しく推定しうるか否か（平均推
定）を示し、相関係数は集団内の個人を摂取量の多少
によって分類できる否か（順位推定）を示すとしてお
り、両者の結果がともに良い場合には、「個人の摂取
量を推定する能力」を備えていると述べている。つま
り、本研究において、平均推定で有意な差がみられず、
順位推定で有意な相関があった、エネルギー、炭水化
物、カルシウム、ビタミンB₁、緑黄色野菜、魚介類、
乳類については、「個人の摂取量を推定する能力」を
有していたと言える。一方で、平均推定で有意な差が
みられたものの、順位推定で有意な相関があった、た
んぱく質、脂質、食塩摂取量、カリウム、ビタミンD、
ビタミンB₁、穀類、いも類、果物、調味料については、
「集団において摂取量の多少を分類できる能力」を有
していた。さらに、平均推定において、有意な差がみ
られなかったが、有意な相関もなかった、食物繊維、
レチノール当量、砂糖類、肉類については、「集団の
平均値を算出できる能力」を有していたと考えられた。
　エネルギーは有意な差がみられず、良好な相関係数
があったことから、DHQはエネルギーを良好に推定
していると考えられた。DHQ/DRは、エネルギー
（95.9％）であったが、Sunamiら24）が、FFQを用いて
日本人の大学生スポーツ選手を対象にした妥当性の検

証では、男性- 9 ％、女性-10％の過少申告がみられた
とされる。本研究では、先行研究ほどの過少申告はな
かったが、この要因としては炭水化物の摂取量が影響
したと考えられる。DHQ/DRは、炭水化物（100.2％）
と、Sunamiら24）の炭水化物（男性- 7 ％、女性11％）
の値とは異なる結果であり、DHQは炭水化物の摂取
量を良好に推定できていたため、エネルギーの誤差が
少なく、有意な差もみられなかったと考えられた。し
かしながら、たんぱく質（89.3％）、脂質（91.8％）は
有意に低く算出され、Sunamiら24）のたんぱく質（男
性-18％、女性-10％）、脂質（男性- 8 ％、女性-11％）
と同様の結果であった。スポーツ選手のたんぱく質の
必要量は1.2～1.7 g/㎏体重/日37）とされる。一方で、
日本人の食事摂取基準（2015 年版）によると、たん
ぱく質の推奨量は0.9 g/㎏体重/日 8）であり、スポーツ
選手は多くのたんぱく質を摂取する必要がある。たん
ぱく質の主な供給源は肉類、魚介類、卵類、乳類であ
る38）。食品のポーションサイズの把握については、高
橋ら39）は、パン、牛乳など単品での摂取が多い食品は、
ポーションサイズの把握が比較的容易であり、相関係
数も高かったと報告している。本研究においても魚介
類（0.51）、乳類（0.42）については相関係数が良好で
あったが、他の食品と一緒に調理したうえで食べる事
が多い肉類（0.15）、卵類（0.09）については、相関係
数が高くなかった。そのため、肉類、卵類の 1 回量の

表 ６ 　DHQ 1 、DHQ 2 から推定された食品群別摂取量および相関係数
（ｎ ＝ 108）

DHQ1 DHQ2
p 値† DHQ2/

相関係数‡

平均 ± 標準偏差 平均 ± 標準偏差 DHQ1
穀類 （g/ 日） 805.3 ± 303.9 849.9 ± 323.7 0.102 105.5% 0.60＊＊＊

いも類 （g/ 日） 37.2 ± 31.4 33.8 ± 22.9 0.198   90.9% 0.53＊＊＊

砂糖類 （g/ 日） 11.8 ± 6.9 11.5 ± 5.8 0.631   97.5% 0.27＊＊

緑黄色野菜 （g/ 日） 107.8 ± 63.4 104.2 ± 67.0 0.504   96.7% 0.65＊＊＊

その他野菜 （g/ 日） 125.8 ± 57.9 126.0 ± 65.0 0.976 100.2% 0.50＊＊＊

果物類 （g/ 日） 247.2 ± 195.7 209.3 ± 149.1 0.017   84.7% 0.58＊＊＊

魚介類 （g/ 日） 77.7 ± 53.6 63.7 ± 35.8 ＜ 0.001   82.0% 0.60＊＊＊

肉類 （g/ 日） 160.7 ± 86.1 139.0 ± 74.7 ＜ 0.001   86.5% 0.46＊＊＊

卵類 （g/ 日） 48.4 ± 28.7 46.2 ± 32.8 0.416   95.5% 0.59＊＊＊

乳類 （g/ 日） 411.6 ± 241.1 372.0 ± 206.8 0.095   90.4% 0.41＊＊＊

油脂類 （g/ 日） 36.7 ± 26.9 29.8 ± 12.9 0.004   81.2% 0.39＊＊＊

菓子類 （g/ 日） 100.6 ± 83.3 86.7 ± 57.3 0.054   86.2% 0.50＊＊＊

調味料 （g/ 日） 21.2 ± 12.1 19.5 ± 12.3 0.193   92.0% 0.38＊＊＊

　　　中央値
[25％値～ 75％値 ]

90.9%
［86.2 ～ 96.7％］

0.50
［0.41～0.59］

　＊　：p ＜ 0.05、＊＊：p ＜ 0.01、＊＊＊：p ＜ 0.001
† ：対応のあるｔ検定
‡ ：Pearson の積率相関係数を示す
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把握の難しさが摂取量の誤差に繋がり、たんぱく質、
脂質摂取量の誤差に影響を与えたと考えた。
　エネルギーの相関係数（0.65）は、Kobayashiら40）

のDHQを用いて中高年を対象に16日間DRによる妥当
性を検証した報告（男性0.41、女性0.30）や、Sunami
ら24）の報告（男性0.34、女性0.32）と、比較して高い
相関係数であった。この要因としては、たんぱく質、
脂質、炭水化物の相関係数が影響していると考えられ
る。たんぱく質の相関係数（0.46）は、Kobayashi
ら40）の報告（男性0.33、女性0.27）、Sunamiら24）の報告
（男性0.24、女性0.36）と比較して高かった。脂質の
相関係数（0.55）も、Kobayashiら40）の報告（男性0.33、
女性0.27）、Sunamiら24）の報告（男性0.24、女性0.36）
と比較して高かった。さらに、炭水化物（0.55）は、
Kobayashiら40）の報告（男性0.55、女性0.43）、Sunami
ら24）の報告（男性0.37、女性0.26）と比較して高く、
たんぱく質、脂質、炭水化物の相関係数が良好であっ
たことが、エネルギーの相関係数に影響を与えたと考
えられた。
　穀類（0.45）は有意な相関がみられたものの、
DHQ/DRは過大（123.0％）に推定された。DHQと
DRの標準偏差を比較すると、DHQの方が201％と大
きく、これは対象者に無視できない過大申告が存在す
る可能性を示しているとされている41）。Karvettiら42）

は、粥について37％の過大申告があったことを報告し
ている。本研究でも同様に穀類において誤差がみられ
たが、これはポーションサイズの把握の誤差が影響し
たと考えられる。DHQでは 1 回量を、普段使用して
いるご飯茶碗を「子ども用」から「大どんぶり」まで
の 5 肢択一で回答を求めたが、一緒に提出された食事
記録の料理写真から、ご飯を大盛り、おにぎり、外食
で複数回摂取していることが確認された。そのため 1
回量の把握が難しく、 1 回量の誤差が結果に影響を与
えたと考えられた。
　カルシウム、乳類は有意な差がなく、相関係数がカ
ルシウム（0.36）、乳類（0.42）と有意な相関があった。
乳類は、Kobayashiら43）（男性0.72、女性0.66）、Suna-
miら24）（男性0.57、女性0.59）、Wakai44）（0.61）のいず
れにおいても、高い相関係数が報告されており、先行
研究と同様の結果であった。これはDHQの質問票で
は、 1 回量が牛乳で「コップ 1 杯」、乳製品で「ヨー
グルト 1 個」と、子どもにとって 1 回量が把握しやす
かったと考えられた。さらに、乳類はカルシウムの主
な供給源として知られている食品であるため、乳類の
1 回量の把握しやすさが乳類の摂取量に影響を及ぼ
し、乳類の摂取量がカルシウムの摂取量に影響を与え
たと考えられた。
　魚介類は有意な差がなく、相関係数も（0.51）の良
好であった。Wakai44）が、質問票による食事調査の妥
当性のレビューにおいても、魚介類（0.43）と良好な

妥当性が報告されており、先行研究と同様の結果と
なった。これについては、DHQで回答した頻度に対
して、DRで実際に出現していた魚介類には、切り身
などの分量の把握が比較的把握しやすい料理が多かっ
たため、 1 回量が把握しやすかったと考えられた。さ
らに、Kobayashiら43）の報告によると、魚介類の相関
係数は男性（0.37）、女性（0.54）と、男性よりも女性
の方が高いため、母親が回答に加わったことが相関係
数を高めた可能性も考えられた。
　緑黄色野菜（0.53）の相関係数は、果物（0.34）よ
り高かった。これは、Wakai44）の緑黄色野菜（0.53）
よりも果物（0.77）の方が、相関係数が高いという報
告とは異なった。これについては、果物の摂取量が日
間変動の大きいことが影響していると考える。すべて
のエネルギー・各栄養素摂取量については日間変動が
報告されている45）。本研究におけるDRの果物の変動
係数（％）は90％であり、緑黄色野菜の59％と比較し
て高かった。DRにおける変動係数は日間変動の大小
を意味する36）。つまり、 3 日間DRより算出された果
物の摂取量は日間変動が大きかったため、DHQとDR
の相関係数が低くなったと考えられた。さらに、母親
が回答に加わったことで、緑黄色野菜の相関係数は高
かったのではないかと考える。Kobayashiら43）は、
DHQの緑黄色野菜の相関係数は、男性（0.32）より女
性（0.47）の方が高かったと報告している。本研究で
実施したDRは 3 日間ではあったものの、参加率は
56.3％と決して高くないため、調査は対象者にとって
困難であったと推測された。そのため、調査に協力し
た母親の食意識・食行動は高かったと推測される。母
親の食意識が高いと、子どもの食行動がよいと言われ
ている46）。本研究においても、DRの緑黄色野菜の平
均値は、124.1 g/日で、平成27年国民健康・栄養調査
の 7 ～14歳の平均値72.5 g/日47）と比較しても多かっ
た。そのため、母親の緑黄色野菜に対する意識が高く、
摂取量に影響を与えたと考えられた。
　一方で、ビタミンB₂は、有意な差はなく、有意な
相関（0.32）があった。これは、Kobayashiら40）（男性
0.39、女性0.37）、Sunamiら24）（男性0.33、女性0.39）と
比較して同程度であった。ビタミンB₂の供給源とし
て、一部の肉類、魚介類、豆類、乳類が知られている。
本研究では、魚介類（0.51）、乳類（0.42）の相関係数
は高かったものの、現時点では、原因を特定すること
は困難であり、今後の課題として考えられた。
　DHQにおける妥当性を検証した結果、妥当性は許
容範囲であることが示された。しかしながら、エネル
ギー・各栄養素摂取量、食品群別摂取量によっては、
個人レベルの摂取量を推定できる能力、集団おいて摂
取量の多少を分類できる能力、集団の平均値を算出で
きる能力と、項目により違いがあることが示された。
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2 ．再現性の検証について
　本研究では、DHQ 1 から推定されたエネルギー・
各栄養素摂取量、食品群別摂取量について、DHQ 2
を用いて再現性の検証を行った。エネルギー・各栄養
素摂取量の14項目中 8 項目、食品群別摂取量の13項目
中 9 項目で有意な差がみられず、全てにおいて有意な
相関がみられた。DHQ 1 とDHQ 2 の相関係数の中央
値は、エネルギー・各栄養素摂取量（0.54）、食品群
別摂取量（0.50）であった。Wakai44）の先行研究では、
食物摂取頻度調査における再現性の相関係数は、各栄
養素摂取量で0.33～0.58、食品群別摂取量で0.15～0.77
の範囲であったと報告しており、DHQの再現性につ
いても先行研究と同等であることが示された。一般的
に、再現性の相関係数は、0.5～0.7が良好とされる48）

ことから、DHQの再現性は良好であると考えられた。
　DHQ 1 とDHQ 2 で有意な差がみられず、有意な相
関があったのは、エネルギー・各栄養素摂取量では、
エネルギー、炭水化物、食物繊維、食塩相当量、カル
シウム、鉄、レチノール当量、ビタミンCの 8 項目で
あった。食品群別摂取量では、穀類、いも類、砂糖類、
緑黄色野菜、その他野菜、卵類、乳類、菓子類、調味
料の 9 項目であった。
　一方で、有意な差がみられたのは10項目で、たんぱ
く質、脂質、カリウム、ビタミンD、ビタミンB₁、ビ
タミンB₂、果物、魚介類、肉類、油脂類であった。
これは、DHQ 1 とDHQ 2 の季節の違いが摂取量に影
響を与えたと考えられる。日本での食事調査におい
て、無視できない季節変動があることはTokudome
ら49）によって報告されている。これによると、日本人
を対象に 7 日間の秤量食事調査を四季に行った結果、
栄養素摂取量でたんぱく質、脂質、カリウム、ビタミ
ンCなど、30項目中24項目においては、季節変動があっ
たと報告されている。本研究のたんぱく質、脂質の結
果においては、先行研究と同様の結果となった。
　魚介類、ビタミンDについては、DHQ 1 に比べ
DHQ 2 で摂取量が有意に低かった。日本人男性では、
魚介脂質の摂取量が秋に比べて春の方が低いという報
告50）があり、本研究においても、先行研究と同様の結
果となった。そのため、季節変動が魚介類の摂取量に
影響を与えたと考えられた。さらに、魚介類は、ビタ
ミンDの主な供給源として知られており、魚介類の摂
取量がビタミンDの摂取量に影響を与えたと考えられ
た。
　ビタミンB₁、ビタミンB₂、肉類、油脂類について、
2 回のDHQの摂取量に有意な差があった。肉類、油
脂類においては、変動係数が肉類で、DHQ 1 （54％）、
DHQ 2 （54％）、油脂類は、DHQ 1 （73％）、DHQ 2
（43％）と高かった。変動係数は、数が大きいほど分
布が広がっていることを表わすため36）、DHQの回答
において、申告誤差が存在している可能性が考えられ

た。しかしながら、ビタミンB₁、ビタミンB₂におい
ては、現時点でその要因を特定することができないた
め、今後の課題として検討が必要であると考えられた。
　果物、カリウムについては、DHQ 1 に比べDHQ 2
で摂取量が有意に低かったが、これは季節変動の影響
を受けたと考えられた。先行研究によると、果物51）、
カリウム50）の摂取量に季節変動が報告されている。本
研究においても、 2 回のDHQで実施時期が異なり、
実施時期の違いが結果に影響を与えたと考えられた。
　一方で、ビタミンCについては、 2 回のDHQの間に
有意な差はみられず、先行研究とは異なる結果であっ
た。ビタミンC50）は、季節変動が報告されているもの
の、本研究では、季節変動の影響を受けなかった可能
性が考えられた。しかしながら、ビタミンCの主な供
給源で知られる果物は季節変動の影響を受けていたと
考えられたため、現時点でその要因を特定することが
できず、今後の課題として検討が必要であると考えら
れた。
　DHQにおける再現性を検証した結果、再現性は良
好であることが示された。一方で、一部の栄養素摂取
量、食品群別摂取量で季節変動による影響がみられた。

3 ．本研究の限界
　本研究についてはいくつかの限界がある。
　第 1 に、本研究ではエネルギー調整値ではなく粗値
を用いて解析を行っているため、申告誤差の影響を完
全に排除できていない。申告誤差は、体格52）によって
その程度が異なる事が知られている。さらに、大学生
スポーツ選手24）においては、FFQによる測定誤差とし
て、エネルギー摂取量で、男性- 9 ％、女性-10％の過
少申告が報告されている。これは、日本人の集団平均
値25）の男性-11％、女性-15％と比べると少ないものの、
同程度の過少申告が存在していると考えられる。その
ため、これらの影響を排除する必要があるものの、本
研究では、両調査法より得られたエネルギー・各栄養
素摂取量及び食品群別摂取量で粗値を用いているた
め、申告誤差の影響を受けている可能性が考えられる。
　第 2 に、秤量食事調査法の問題がある。本研究では
DRによる摂取量が正確であるとみなし、DRによる食
事摂取量を比較基準としていることである。DRも記
録の間違いや、実際の食習慣を記録する際に生じる誤
差などのために、正確な食事を反映できているわけで
はないため、妥当性基準として用いたDRの的確な把
握という意味で限界があった。食塩摂取量について
は、相関係数は良好であったもののDHQが過大に算
出されたことから、食塩摂取量については24時間採尿
を数日行うなど、より厳密な妥当性の検証が必要であ
ると考える。
　第 3 に、DHQとDRの調査期間が異なる点である。
DHQの調査期間は 1 か月間であるが、DRは 3 日間と
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両者の調査期間が異なっていた。このような調査期間
の相違が相関に影響を及ぼす可能性がある。また、本
研究での再現性の検討では、DHQ 1 とDHQ 2 の間を
6 か月の期間を設定した。 1 、 2 回目の間を通常は 1
か月程度の間をおいて実施される場合が多い。しか
し、安達ら53）は、食物摂取頻度調査票の再現性を 1 か
月の間隔を空けて検証したが、 1 か月の間隔は短く、
1 か月前の記憶が影響した可能性を報告しており、本
研究では 2 回目の実施を 6 か月後とした。しかし、本
研究の結果には季節変動が影響を与えた可能性がある
ことから、調査期間については再考の余地があると考
える。
　第 4 に、選択バイアスが存在する可能性がある。対
象者の居住地域が限定的であり、解析対象者が子ども
や食に対する意識が高い集団であった可能性が考えら
れた。妥当性の検証プログラムへの参加を147名の母
親に呼び掛けて、同意が得られた母親は80名であっ
た。さらに、80名に対して最終的に解析対象が59名（回
収率40.1％）と回収率は高くなかった。そのため、本
研究の結果を一般的なジュニアスポーツ選手に当ては
めるには慎重を要する。

Ⅴ　結論

　本研究は、中高年を対象に作成されたDHQがジュ
ニアスポーツ選手に使用できるかを、 3 日間のDRを
比較基準として妥当性を検証した。再現性について
は、 2 回のDHQを比較して検証した。
　妥当性について検証したところ、DHQ/DRの中央
値は、エネルギー・各栄養素摂取量で90.5％、食品群
別摂取量で91.1％であった。DHQとDRの相関係数の
中央値は、エネルギー・各栄養素摂取量で0.36、食品
群別摂取量で0.30であり、妥当性は許容範囲であるこ
とが示された。さらに、エネルギー、炭水化物、カル
シウム、ビタミンB₂、緑黄色野菜、魚介類、乳類の
7 項目については、「個人の摂取量を推定する能力」
を有していた。たんぱく質、脂質、カリウム、ビタミ
ンB₁、穀類、果物類、油脂類、調味料の 8 項目につ
いては、「集団において摂取量の多少を分類できる能
力」を有していた。食物繊維、レチノール当量、砂糖
類、肉類の 4 項目については、「集団の平均値を算出
できる能力」を有していた。
　再現性について検証したところ、 2 回のDHQにお
ける相関係数の中央値は、エネルギー・各栄養素摂取
量で0.54、食品群別摂取量で0.50であり、再現性は良
好であることが示された。しかしながら、一部の栄養
素摂取量や食品群別摂取量で季節変動による影響もみ
られた。
　以上より、ジュニアスポーツ選手を対象として実施
したDHQは、一部のエネルギー・各栄養素摂取量及

び食品群別摂取量に限定されるものの、ジュニアス
ポーツ選手の食事摂取量を評価するための有効な質問
票であることが示された。今後のジュニアスポーツ選
手への栄養アセスメントとして、摂取エネルギーの算
出や栄養バランスの問題点を抽出するためにDHQが
利用できる可能性が示唆された。
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ABSTRACT

【Aim】
We examined the validity and reproducibility of a DHQ for junior athletes.	

【Methods】
Junior athletes and their mothers answered the DHQ over a 6-month period. There were a total of 59 partici-
pants in the validity study and 108 participants in the reproducibility study. The validity of the DHQ was evalu-
ated based on a 3-day dietary records (DHQ1 and DR, respectively).The reproducibility was compared twice with 
DHQ (DHQ1 and DHQ2, respectively). For average estimation, a paired t-test was performed, and for rank esti-
mation, Pearson’s product moment correlation analysis was performed.

【Results】
The median correlation coefficient between DHQ1 and DR was 0.36 energy/nutrient intake and 0.30 for each 
food group; for seven items, the t-test revealed no significant difference and the correlation analysis revealed no 
significant correlation: energy, carbohydrate, calcium, vitamin B₂, green-yellow vegetables, seafood, and milk.
 The median correlation coefficient between DHQ1 and DHQ2 was 0.54 for energy and each nutrient intake, and 
0.50 for each food group.

【Conclusion】 
The results suggest that DHQ could be used as an effective questionnaire for assessing dietary intake in junior 
athletes.

Keywords: answered by junior athletes and their mothers, DHQ, validity, reproducibility


